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The良elevance of the Orient to Mcrlem Science 

Prof. 0. T" Benf ey 
要 約 教育学 部教授 林 良 重

去る 6 月 7 日 午後 2 時～8時 半， 本学教育学部第3 て いる 四三酸鉄 （ Fe304 ） を 成 分 と す る 岩石を 木 の 上
棟 1 6 番教室 Kないて ， 本学教育学 部理 科教育 研究室， Kの せて 7.kl'C浮べる と ， 常K南 と 北 を 指す こ と を 見 出
富 山 県教育 委員会， 富 山 県理 化 学 会 共催の も と K， ベ
ンフィ 教授 Kよる 標題の 講演会が 開催 さ れ た。

ベンフィ 一 教授は ， 現在， 米国 ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ州
グリ ンズボロKあ る ギルフォー ド大学 で化学 及び科
学 史を 教え て な ら れ る が ， C B A 化 学 プ ログ ラ ム （ ア
メリカKなけ る 教 育 の 現代化 プ ロ グ ラ ム の一つで あ る
Chemical bond approach ） の 推進者 で あ る と とも＼＇［ ' 
元「Chemistry」編集長として も著 名 で あ り ， そ の 巻
頭言集が 「化学 K未来は あ る か 」 （ 共立出版 ） と して
邦訳さ れ て いる。 以下 K講演の 概要 を 記す O

今日 私たちが な う し座Vてあ る か K星雲 と して 望遠鏡
で み る ζ と の で き る 超新星の 起源、を ， 現代の 天文学者
が 探究して み る と ， 西洋の 記録Kは それKつ いて 何の
言及もな く ， 東洋の文書中の 記載Kも と づいて 彼 ら の
計算を 確か め て み る 他は な い。 こ の 超新星が 爆発 した
年 と して計算さ れ た 1 0 5 4 年 と い う 年は ， 中国 と 日
本Kは 明確な 記録が 残っ て いる。 ど う して ヨー ロ ツノ：

で は ，大空で く り ひろげ ら れ た こ の よ う な 壮観な で き
ど と を 誰も記録しな か っ た の で あ ろ う か。 それは 当時
の ヨー ロ ッパでは ， 天体は 完全で ， そ と に何か新しい
ものが 出現す る と と な どは 有り 得な いと 考え られて い
たか ら で あ る。 新た な ス ポットは 大 空の一時的な 乱れ
と して 処理 さ れ た。 天と地と は 厳密＼＇［JJIJけ られた 異っ
た もの と 考え られ て いた の で あ る。 と と ろが中国人K
と っ て は ， 天も地も同 じ領域で同 じパタ ンの現象が
現れ る と 考え られ て いた。 だか ら ， 大空で 見 られ る 異
常な で き ど と は ， 地上 で 起 と る 異常の前ぶれ と して 注
意深 く 分析さ れ た。 中 国 の 天文学者 た ちは ， 彼 ら が よ
く 知っ て いる 定 常の 現象Kは 注意、を 払わず， むしろ，

した。 西洋Kも磁鉄鉱は あ っ た の K， 中国で だけ磁石
の 南北 の 方 向 を 示す性 質が記録さ れ た の は ミ ス テ リー
で あ る。 私の 想像では ， ヨー ロ ッパで も， 磁石が万向
を示す 不思議な 力 K気づいた人 が いた だろ う けれ ど ，
それが重要 な と と では 左いと 考え ら れ た ので は な Wか
と 思われる。 中 国人 は 磁石を 最初は 航海用 では な く ，

家を 建て る 時 の 方 角を ， 田畑や 墓地， 丘や風向き な ど
と の 閣係 で正し く 定 め る の K用 いた。 ζの 万位 を 決 め
る や り 方は「風水 」Feng Shui と 呼ばれ ，家の 位 置 と
方 角は ， 祖先の 霊を 乱さ な いよ う に ， エネルギー の 流
れ の 万向 （ 中国人 が 「気」 と 呼んで いる もの ） と 調和
して いな ければ な ら な い。

西洋K先んずる こ と 数百年K中国 で 開発 さ れた も う
一つの器具 K西歴 1 3 2 年の 地震計が あ る。 現在は ，
こ れ Kつ いて 記述した もの が 残っ て いる だけ だが， そ
の模型は 中国 の 博物館や 上 野の 科学 博物館でみるこ と
が で き る。 何 百年もの 間 ， こ の 道具 は 皇帝K地震が あ
っ たと と を 知 ら せ， 救助活動 を どの 万面Kさ しむけ る
か を 知 ら せる の K用 いら れ た。 こ と Kもまた， 地震を
神罰 と か天災と か と して あ き ら め る 代 り K， さ さ いな
力 を検 出し， それ K対して 手 を 打つ努力 が な さ れ た と
と がわ か る。 西洋で 初め て 地震計が 作 ら れ たのは 1 8 

世紀に な っ て か ら で あ る 。
長い間 純粋科 学 は サ イ エンス の 高 貴な 形態で あ り ，

一方 技術は 二次的 な 派生した応用科学 で あ る と み な さ
れ て き た。 しか し， 技術家は ， 技術が 科学 的活動の結
果 と して 出て くる よ う Kな っ た の は ， 最近の 2 0 0年
の こ と で あ る と 指摘して いる。 それ以前 は ， 方向は 逆
で ， 多 く の 純粋科学 の 万が 技術か ら 出て き て いた。

日 食 と か ， す い星， 太陽の 黒点といっ た よ う な予期し 「必要は 発 明の 母」と い う 格言が あ る が ， その場合
な い現象K注 目 し， 皇帝K危険 を 予告す る よ う に した。 の 「必要 J と い う のは ， 食料， 家庭， 武器 な ど， さ し

有名 な ジョ セ フ ・ ニー 夕、ムは 「中 国の科学 と 文 化 J
( 1 2 巻 ） を 出版して いる が ， 今日 は 特K中国が貢献

した 一つの 分野， 非常K感度の 高 い表示器 （ イ ンジク
ー ター ） ＼＇［焦点を 合わぜ， 羅針盤や 地震計な ど驚 く べ
き 発 明に つ いて 述べたいと 思 う 。

二千年も昔， 中国の あ る 人 が ， 現在磁鉄鉱 と 呼ばれ
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あ た っ て の 必要 を 充す と と を 意味して いる。 しか し，
それは 急の必要 や 危機 K直面した 時 K， 何か新しいも
のが見つけ ら れ る と い う こ と では な いこ と に注意しな
ければな ら な い。 真に 新しい発 見は 偶然に よ る と と が
多 く ， しかも発 見が 直ちK利用 K結びつ く の は むしろ
希な こ と で あ る。 発 見 は 必 ずしもそ の 後の発 展を 生み



出きない 。 中 国は昔テ クノロジー の分野でリー ダー で
あったの .vc ，乙れ をその 後充分K生かせなか った実例
である 。

中 山茂氏はサ イエン ス ロサ ー ビス サ イエン ス Kなる
べきだと主張して い る 。 また渡辺正 雄 氏は， サ イエン
スが文化， 歴史 や社会 との 関連でとらえられ ない 限り，
それは破壊的な力を もって い る と警告して い る 。

サ イエ ン ス とヒュー マニテ ィとの 一体 性と相互連関
を 常K得て きた哲学 と文明 K学 ぶ ととは意義 深い こと
であろう。 東アジア の 伝統的な見方， 中 国や日本の世
界観は， 近代科学 が 直ち K学 ぶべき優れた実例となる
であろう。

終!J vc 通訳の 労を とられ た株式会 社 ア イパックの 社
長小沢伊弘氏K深甚の 謝意を 表す る 次第である 。

講演する ベンフィー教授

α）（）α〉新

ζう とく
＠ 神 徳、 昭 甫 助教授（教蓑部）

任

昭 49, 5 広島大学 大学 院文学 研究科修
士課程退学

担当 ：英語
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新任の御挨拶 一一 「富山と私」

六月より鳥取大学 か らこ
ち らK参り， 引き続き，英
語の授業を 担当す る ととK
なりました。 富山は新任地
であります が， とれ が《初
体験》ではありませんo と
いいますの も， 二十数年前
の 夏， 学生時代K，大阪か
ら信濃大町を 経て ，針の木

峠一一黒部一一立山というコース を 山岳部の 仲間Kく
っついて 踏破した帰途， ほんの 僅か ながら立ち 寄った
ととがあったか らですが， 乙の 夏， 郷里の山口か ら，
母と兄が来て ，私の 家族と一緒K立山K登りましたと
ころ， 立山 ・ 黒部ア ル ペン ル ートなる 立派な道路が完
成し，七十を 越した母も四才の 私の 息子 もともK車窓
か ら雄 大な北アル プ ス の 自 然K親しむことができまし
たの も実K隔世の 感があります 。

しか し， 実際Kとち らで生活して みます と， 単なる
ゆきずりの 旅行者 Kはわか らない富山が見えて 来まし
た。 というの も， ど とといって あて もない散歩の 途中 ，
す ぐK聴とえて くる の は， 小さな瀬音であり， ほんと
K，もう，あち こち で 小さな水しぶ きを あげて 流れ る
用 水，小川を 目K致します 。 富山は実K川の 多 い町で
す 。 つい，先日， 富山城K行って 参りましたが，天守
閣K陳列されて いた「絵図面で みる 故郷」という展示
物の 殆んど が， 治水一用 水やか んがいK関す る もの ば
か りだったの も納得がいきましたが， との 立山連峰を
源とする 豊か な雪解け水を 利用 して 極上の 米がで き，

教養部助教授 神 徳 昭 甫

従って 酒がうまい，また， 富山湾か らとれ る 新鮮な魚
がある の で鰭が美味しい。 ｛というととで， 着任以来，
私ど も一家はひたす ら味の 探索K逼進して bります 。 ）

また，と の豊か な水力か ら電力が生まれ ， 近年 富山
が北陸コ ン ビナートの 中 心Kなったの もうなづけます 。
私がとち らKくる 前もそうで したが，まだまだ他 県の
人は 富山といえば〈くす り〉かく雪〉を 思い浮べる こ
とが多 いようです が，やがて ， この イメージも払拭さ
れ る ととで しょう。

ととろで ， 富山のく雪＞vcついて は，色んな人か ら
「す どいぞ」とか「宿舎の 一階の 窓まで 積もる 」とか
聞か されて きましたの で，く 心がまえ〉だけはで きて
まいbました。 前任地の 鳥取も雪の 多いととろで した
か ら， 程度の差とそあれ ，本番前の ウ ォーミン グ ・ ア
ップ （ ？ ），予行演習くらいKはなったでしょうo寒
いところほど 人情が篤い， といいます が，なんといっ
て も一面の 雪景色を 眺めて ， 短健の 中 で ，寒ブリなど
を 肴K地酒なぞ一 杯 ゃる の もまた格別でしょう。

初めか ら終りまで 食べ物の 話ばか りで，なんだか ，
味覚の 追求の みK堕したキ ラ イがあります が，私の 専
門はアメリカ文学 です 。 十九世紀の作家，ナサ ニエル
・ ホーゾーン を 中 心Kやって まいりましたが，先人の
言葉Kもある ようK，文学は「自 然の中 K置かれ た鏡」
であり， bよそ， 人生K関す る もののすべて K関連が
ある 筈です 。 様々な分野の多 くの 万々か らの ど教示K
よって 研錆を 積んで いきたいと思います 。

教職員の 皆様， 学 生諸君，よろしくb願い致します 。

平面指向の中国文化

人文学 部助教授 佐 藤 進

中 国語学 を 専攻す る ぼくは， 今年Kなる までただの 集められ た現職日本語教師 （ 助手クラ ス ）や大学 院 生
一度も中 国K行ったととが無か った。 仲潤うちの あい を 相手K， 「翻訳指導」「日中 対照言語研究」という
だで はすで に伝説になって しまうくらいの 「中 国処女」 講 義 を 担当する ととKなb，四箇月間， ど うKか っと
で あったわけだ。 それが ど ういう案配か，北京外国語 めを 果たして 帰って きた。
大学 内日本学 研究センタ ーなる場所で ， 中 国全土か ら 初めて 見た中 国がど んなもの で あったか 。 博物館や
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名所 旧跡、といったところKは自 分でも驚くほど 関心が
働か なか った。 ひと月もす る と「見て済むもの は見な
くて も済む」という気 Kなり，形として 残らないもの
への興味がわくようKなった。 ζとでは， そういう観
察か ら得た，中 国人の 心の 風景の あbかたを 紹介して
みる 。

少し夏めいて きて ，ス カー 卜の 女性が目だって くる
とやたらK大股を ひらく のが気 Kなって きた。 公園の
ベン チやひくいフ ェン ス K腰掛けて ，左右K大きく足
を 投げ出し，申 し訳 のようK前を 覆うの み。 時K下 着
が見えて も平気 である 。 女子学 生の 宿舎を 訪れて も，
彼女たちは干しである 三角形の 下 着を 一向Kかくさな
い。奥K秘すべきも のへの 蓋恥が我々と違う。 いや，
そもそも秘す べき「奥Jを 持たない のではないか と疑
いたくなった。

北京の 目披通！？ vc「撮影の 窓」というア マチュア 写
真の 野外ギャ ラ リー がある 。 そとの 写真は九割以上が
標準レン ズもしくは望遠レン ズKよる 作品であった。
広角を使 って 前後の 距離感を 出す テ クニ ックは，まず
皆無である 。 望遠レン ズの引きつけ・立ち ょげ効果を
よろこぶ 。

そういえば，中 国の 伝統的絵画の 遠近法もそうであ
る 。 遠くKある もの は画面の 上 部Kなくけれ ど も，必
ずしも遠くの もの が小さく描かれ ない。 例えば碁盤の
目状Kなって いる 床板を 描くとす る 。 できたもの はた
だ平行四辺形が並ぶ だけである 。 先制！？ vcはならない。
まさしく望遠レン ズでとらえた世界 である 。

視角の 遠近 法 だけではなく，一体K位相の 異なる も
の を 同一位 相K置とうという傾向が，いたる ととろK
見られ る 。

論文を 書く指導を して いて 困ったことがある 。 驚い
たことK，下位概念や下位 分類 という ζとが左か なか
納得して jもらえなか った。 か りvc, 1：①②③， 2 : 
①③③， 3 : （工ゆ＠という分類がある として ，これ を
自説K利用 させる と， 1 , 2, 3がはずされ ，①か ら
⑨までベタ 置きに並べられて しまうo そういうことで
平気 なの が何人もいたD ベタ 置きKしないと安心でき
ないらしい。

その 点で徹底して いたの が応接セ ッ トの 配置である。
一人用 の 椅子が二脚と小さなテ ー プノレがあったら，我
々の場 合，まずテ ー プル を 中 Kはさんで椅子 を 向い合

わせK置くだろう。 彼らはそうしない。 必ず壁ぎわK
椅子の 背を つけ，同ーの 万向を 向くようKセ ッ卜す る 。
テ ー フ・ル は椅子の 間Kサ イ ド テ ー ブル として 置かれ る 。
家具で立体的な空間を 構成す る の を 嫌がり，平面的K
しつらえる 。 とれ ば徹底して いた。 ホテ ル の 部屋で椅
子 を 向い合わせKして bくと，掃除Kきた従業員がベ
タ 置きKななして しまう。 T V ドラ マで，親子の 断絶
を 示すの Kといつを 利用 して ，子 が向い合わせKすれ
ば，親が怒って ベタ 置きKす る というの があった。

との 傾向はとうぜん建築の 様式Kも現れて なり，北
京の 伝統的な家屋 「四合院 J vcしてか らがそうである 。
長方形の 敷地の 周辺K沿って単層の 部屋を 設け，空い
た真ん中 の 空間が「院 子 」という庭医なる 。 敷地が大
きくなれ ばその 基本ユニ ットを 重ねる だけ九

まだまだほか K材料はある けれ ど も，ざっと以上の
ととだけでも，中 国人の 空間認識がどの ようなものか
察しがついて くる o そとではじめて 了解の いったとと
があった。 それ は中 国の 言語表現K極めて 特徴的な
「対句」というもの Kついて である 。

中 国の 詩文K対句が効果を 発揮して いる ととは周知
のととで，それ は「対の 思想」など と名付 けられ るよ
うK，中 国人の 思考様式を 深いところで規定している
とまでいわれて いる 。 ただ，対句がなぜそれ ほど まで
K力を 持ちえる のか，今まで納得の いく説明 を聞いた
ことがない。 漢字というもの が，絵画的で，単音節表
記である か ら，など といって もそれ は対句を 構成す る
条件 でしか ない。 本来位相が違って 重層的K存 在す る
もの を も，平面的にベタ 置きKしなけれ ば落ち 着か な
いという空間認識， その あたりか ら説明 を して みる 必
要がありそうだと思った。

しか も，その 空間認識はやはり中 国語の 言語構造K
深い関わりがありそうである 。 中 国語は数 や格や時制
でパ ラ ディグ マチ ックK変化す る 言語ではなν可o see 
の 背後k saw, seenなど がひかえて はいないの である 。
単純K単語カー ド を ペタ ベタ 敷並べる ようKして文が
できるがる 。 言語構造と空間認識と，とれ ほど みどと
K同じ方向を たど る とは。

大股びらきの 「足出し天使 Jたち を 見る Kつけ，言
語構造を なもうという色気の なさは読者 K申 し訳左い
が，その 辺がぼくの 限界である という報告Kもなった
かと思う。

（終り ）
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在外研究報告（オークリッジの四季）

1 9 8 5 年l 0月1 日より1 9 8 6年7月1 6日ま
で米国テ ネシ ー州オークリ ッ ジ国立研究所 K文部省在
外研究員として 滞在しました。 オー クリ ッ ジ市，研究
所 及び滞在中 K行なったX椋散漫散乱Kよる鍋中 コバ
ル トの 析出の 研究Kついて は別の所 で 紹介しましたの
で本報告で はオークリ ッ ジの まわりの 自 然を 中 心K仕
事関係以外の事など を 述べたいと思います 。
1 ）オー クリアジの 名所とリクレ ーシ ョ ン

オー クリ ッ ジ商 業会議所 が出して いる 市の 案内パ ン
フ レ ッ トKよりますと，市の 名所 は①科学 とエネル ギ
ー の アメリカ博物館，②児童博物館，③テ ネシ 一大学
の 樹木圏， ④オークリ ッ ジ国立研究所の黒鉛原子炉，
⑤ガス 拡散ウ ラ ン濃縮工場 見暗所 ， ⑥T v A の ダム湖，
⑦周辺の 州立公園等となって います 。 市一番の 名所，
科学 とエネル ギ一博物館を Z ～ 3 時聞か けて 見て しま
うと， もう後Kは何も見る べきもの がありませんo 黒
鉛原子炉の 横を 毎日通って いたの です が，最後まで 見
学 す る 機 会がありませんでした。 音楽会やシ ョ ッ ピン
グ を 楽しむKは，南部の 中 心ア ト ラ ンタぐらいまで行
か ないとならないの だそ うです o 土地の 人々はT VA 
の ダム湖を 利用 して釣りやポー ト 遊び等の水上リクレ
ー シ ョンを 楽しんで いる 様でした。 ち なみKテ ネシ ー
州で 野外ス ポー ツというと釣を 指す 様です o テ ネシ ー
東部の 名物で やって 見る 価値がある ものの 一つK筏
（ 実際は救命ゴムボー ト の 様なもの ）reよる 急流下り
がある という事です 。 との 話を聞いたの はオー クリッ
ジを 立つ二週間前だったの で残念ながら経験できませ
んでした。
2 ）オー クリッ ジの 秋
オー クリ ッ ジの 秋は紅葉 （ なら， か しの類 が多 いの

で黄葉か ？ ）が美しい。 オー クリ ッ プの 町か ら研究所
へ行く森の中 の道 路や市の 公園の 紅葉は， 全国的K有
名なグ レ イ ト ス モー キ 一国立公園のそれ と比べて も遜
色がないと思います D 標高や面積で は負けますが，有
名で ないだけ人が少ないの が良か ったと思います 。 公
圏内を 散歩 して いる の は私だけという事もありました0
3 ）オー クリ ッ ジの 冬

富山とち がって 快晴の 日が多 く，ほとんど 雪は降り
ませんo 一番多 く積った時で 1 0 mぐらいだったと思
います 。 との 時は危険だというので ，多 くの所 員がな
昼過ぎK帰りました。 （北部か ら来て いる 人達は笑っ

理学 部助手 飯 田 敏

て いました。 ）最低気 温は零下 1 0℃ぐらいまで下が
っていたと思います 。 との 時期 ，外は散歩する Kは寒
す ぎる の で アパー ト K篭もって いました。 土曜，日曜
の内一日は洗濯と掃除， 一週間分の 食料の 買物等で つ
ぶれ ます。 他の 一日はフ ッ ト ポー ルの テ レ ビ中 継を な
がめる か ，ク ッ キ ング フ ォ ー ワ ンという本を 見ながら
料理を作って いました。 近くK適当なカフ ェテ リアが
無か ったので ，ほとん ど毎日自炊して いました。料理
の レ パー トリー が増えたの は 思わぬ 成果の 一つです。
＋ ）オークリ ッ ジの 春

白又はピンクの 花を 咲かせる 花 ミ ズキ ，濃いピンク
の 菅の ような花を つける アメリカ花蘇方，ついで シ ツ
ジ，少し遅れ て シ ャクナ グ 等々，オー クリッ ジの 春は
大変美しい。 隣 り町の ノ ッ クス ピル で は花ミズキ 祭り
というの が行なわれます o オー クリ ッ ジ周辺の 花見は，
道 路上Kピンクの ペンキ で 矢印が書いて ある 花ミズキ
の 路を 車で極めて ゆっくり走り念がら，両側の 家が丹
精した庭の 花 ミ ズキ を ながめる というもの です。 自 転
車の 人やジョギング 花見の 人もいて 極めて健康的でし
た。 酒も唄も無くて 愛想、の ない所 が私の 好みKぴった
りです。 春か ら初 夏にか けて は鳥の 噌と繁殖の 季節で
もあります 。 テ ネシ ー 州鳥の 会ノ ッ クス ピル支部のフィ
ー ル ド トリ ッ プ K参加して 見ました。 双眼鏡だけもっ
て ゆっくり歩 き， 烏K詳しい人が烏を 見つけて 色々教
えて くれ ます 。 最後K簡単な烏合せを して 終ります o
bばあさんが多か ったの と，誰も望遠鏡を使 って いな
か ったの が印象 的でした。 文ζの 時チュー リ ッ プ ポプ
ラ （テ ネシー 州の木 ）の 大木がいっばい茂って いる の
を 見て ， 富山大学 の 図書館前大通りを 思い出しました。
ハチドリが見られ なか ったの が残念です o

5 ）オー クリ ッ ジの 夏
夏は湿気 が多 くて 気 温も高く （ 時Kは体 温近くまで

上がる そ うです ），一番す どし難い季節です o す どい
なあと思ったの はホタル ，それ も大きなホタノレがいつ
はい飛びまわって いる の を 見た事です。 記憶が定かで
ないぐらい小さい時K見たきりだったの で ， ふあと光
って 飛んで いる もの が直ぐKはホタルと分か りません
で した。 野性の シ カやリス ，ウ ッ ドチャ ッ ク等を 見た
時以上K驚き，文感心もしました。

季節が一巡しましたの で ，これ で終ります 。
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特 定 研 究

二相混合材料の破壊特性に関する研究

Z相混合という言葉は材料系の 人々Kとって も分か
りKくい表現でしょう。 なぜ 2 相なの か ？とれは最近
の 金 属材料の動 向を 指標す る もの だといえます。 金 属
が従来の 構造用 材料としての機能だけで は技術 革新の
趨勢K追随で きない。 また逆の 立場か らは従来の 金 属
材料で は考えられ左か ったよう左新機能を 持つ材料が
開発 され ，一層の 技術 革新を 促進して いったととが，
従来の 言葉が使え念い状況を 生んで いる の です。 例え
ば新素材としての ア モル フ ァス ，ニュー セラ ミ ッ ク，
形状記憶合金 など いずれ も従来の金 属の 範時K入らな
いもの が多 いのですo しか し，金 属学 がとうした機 能
性材料K様々なア プ ロ ー チと新機能の開発 を可能Kし
て いる の は紛れ も無い事実で あります。 従って ，金 属
学の イメー ジも大きく変わろうとして なります。 とう
した時代の流れの 中 で ，旧来の 構造用 材料としての 金
属をその 素晴らしい特性を 生か したままで新機能を 持
たせて さらなる 飛躍を計 ろうとして いる の が典型的な
Z相混合組織の複 合材料と呼ばれ る 新素材なのです。

複 合材料という分野は名前の 通り非常K広範囲な材料
を 含 んで bります o 複 合材料の内容Kついて は字数の
関係か らととで は触れませんが，本研究の 目的とした
材料はニュー セ ラ ミックと金 属の 複合したもの （ FR

M: Fi ber-Rei nforced Metal ）です。 金 属
屋Kとりまして ， 複合材料はほぼ2 0年以前K一度非
常K研究が盛んK行われ たととがありました。 そのと
きKほとん どの 基礎的社体 系は作られて しまったとい
えます o ととろが， 乙の ときK複 合材料の コ ス ト， 金
属K複 合させる ニュー セラ ミ ッ クの 性能が追随しなか
ったことなど が大き左原因 となり，研究そ の もの は休
止期 間ともいえる よう左時期 を 迎えて しまいました。
その ときの 成果が 全く実用化され なか ったわけで はな
し様々な分野K新材料の 開発 応用 が行われ はしまし
た。

近年 全く別の 観点か らニ ュー セ ラ ミ ッ クの 研究が盛
んとなり， 非常K優れ た材料が次々と開発 され ました。
例えばS i C繊維，S i Cウ イス カー ，アル ミナ繊維
など です o 当然F RM Kないて もこの 様な優れた繊維
の 適用 は可能で あり，猛然として より優れた機能を 持
つFRMの 開発 研究が行われ ， F RMの 研究はふたた

工学 部助手 池 野 進

び大きなブームを 生んで bります 。 今回の ブー ムは前
回と異なり， 研究開発 K企業の 参加が多 大の ウ エイト
を 占めて います 。 す なわち FRMの 研究段階を 半ば過
ぎ，実用 の ための開発 ，実用の ための 性能開発の 段階
K入ったといえます 。 とうした環境では大学 で 限られ
た研究費用 で 研究する ととKは多 大の 困難があります。
もしFRMが完 成され た材料であり， 今や大量生産の
方法 確立の みが問題であれ ば，大学 で 研究す る ことは
出来ないと言って も良いで しょう。 ζ乙で 問題と在る
の が近年の 風潮であります D

材料の機 能性を 重んじ ，非常K優れ た機 能があれ ば
他の 性能は無視し，使用用 途を 考えて使 うというとと
は，時代の 要求でもあります が，一面大きな欠点を 持
ったままでの 材料開発 というととKなって しまいます 。
例えば， FR Mは現在で は宇宙船，航空機 など が実用
され て いる 最も大きな分野で あり，軽〈， 強〈，耐熱
性K優れて いる というととが最も大きな開発 目標とな
って なります。 よく冗談で 誓えられ る 軽薄短小 （ 軽〈，
薄〈， 短〈，小さい ）の時代ということで す。 その 意
味では従来の 鉄の どとき重い金 属は時代の流れか らは
取り残され て いる といえる で しょう。 より軽いという
ことか らはA J, Mg, T i な ど が金 属材料の 候補 と
なります o 現在最も軽金 属として 実用 度の 高いA iは
開発 目標として はうって つけで あり，現K最も研究が
多 く為 され て います o

さて現在の FR Mで は一体 なKが問題なの で しょう
か 。 FRMの 特徴として ，軽く，強く， 耐熱性K優れ
て いる という機能は必然、的K備わって います 。 だか ら
当面ばとの 材料で機 能性の 追及を 行えば良いように思
われ ます 。 ところがととK大きな落とし穴がある ので
す 。 FR Mで は強い分伸 びないという最大の 欠点があ
ります O伸 びないというととは機 能を 限れ ばそう 問題
とはならないというの が現在の 方向の ようです が，逆
Kいうとその ためK使用 範囲が局限されて しまうとい
う事態を招いて いる の です 。 構造用 材料が伸 びて しま
えば使 い物Kなりませんo しか し伸 びる というととは
少々の 欠陥が入って も持ち 堪える ということなの です o
人聞の 命を 預か る もの Kないて はこの 性質は非常K大
切なもの です 。 もち ろん伸 びなけれ ば材料の 成型が非
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常K困難で あり， 望みの 形状K作る ことができないこ
となど も伸 びがないことの 失点といえます o 本研究で
は， FRM K伸 びを なんとか 付 加で きないか というと
とが発 端となって います 。 若し伸 びが数 %で もある F

R Mがで きれ ば， まさK夢の 材料の開発 といえる ので
す。

とうした背景を もって始めた研究ですが， その内容
Kついて ， 少し触れ たいと思います 。 限られた紙面で
内容を正確K$唱えで きる か ど うか は疑 問ですが， 出
来る だけ簡単K述べて みます。 Z相という言葉はFR 

Mを 頭K描いた言葉です が， 従来の 金 属材料も実はと
の 様な2 相混合状態で 様々な特性を 持った材料が実用
されて いる の です 。 様々な 付 加的特性の 違いを無視す
れ ば違いは製造方法 と第z相の 分布状況といって しま
うととが可能で しょう。 また， 現存の 金 属材料Kない
て も， 2 相混合状態で 強度が上がれ ば伸 びが滅少し，
甚だしくは結晶粒界で破断して しまうととか ら， 脆性
破断とさえいえる 状況が生まれて しまいます。 との現
象 は結局第 Z相と金属マトリ ックス の 界面K応用 集中
が生ずる ことKよって 一挙K破断して しまうととKな
る のです。 我々の研究室で はとの 方面K対す る 一連の
研究か ら， FR Mの 破断と非常K似通った性格を 持っ
て いる ことが類 推され ました。 金 属材料の場合は結局
この 応力集中を ど の ようKして 軽滅す る か がポイン ト
で した。 例えば， 第 Z相の 分布を で きる だけ均－vcし，
適当な大きさK揃えて しまう。 結晶粒界を ど んど ん小
さくして行 き，応力集中を 小さくする と共K第2 相の
介布状況も変えて しまうなど が主たる 方法です。 府余
曲折はありましたが， 結局FRMの場合もとの 基本的
特性を 検討す る ととが問題解決の 直接的なアプ ロ ー チ
となりました。 FR Mで は繊維が長〈試料の 端か ら端
まで 通って いる ことが， 問題なの で す o 繊維Kは 全く

伸 びがありません。 従って 材料が伸 びれ ば繊維は次々
と破断して しまい， ほんの 僅か な変形で使 い物Kなら
なく在って しまいます 。 まず， 繊維を短くす る ， す 念
わち短繊維を複合させて みました。 その 結果は強度も
非常K低く伸 びもないという最悪の 結果となりました。
ζ乙で ， 金 属材料の場合がクロー ズアップ され ， 第 Z
相を 細か く分布させ応力集中を 分散させようというア
イデアが生まれ， ウ イス カー を複 合させて みました。
この場 合は強度はありましたが， やはり伸 びがほとん
ど 有りませんで した。 さらK金 属材料の場合を 当て 俵
め， 第2 相を 丸くして しまったらど うかというととが
閃いたの です。 繊維であるか ぎb， 第 Z相は細〈長く，
その 両端で は必ず大きな応力集中が生じます o もし丸
けれ ばとの 応力集中 は小さくなる ので はない治、少な
くとも金 属材料の場合はその 様な傾向が非常K大きか
ったの です 。 そ とで 様々な大きさの アル ミナ粒子 を複
合させて みました。 粒子の複 合は非常K困難であり，
現在ほとんど デー タ がない理由も領けたのですが， 本
実験で行 った簡便法で は驚くほど好結果が得られ まし
た。 多 分過去K報告されて いた研究で は製造法に問題
があり， 良い結果が出なか ったので しょうD デー タ の
一例として ， 室 温で ， l mの 直径の 粒子 を 約 3 0係
複合させる と強度Kして 約 65 k9, 5 ～ 7%もの 伸 び
が出る ととが分か ったのです。 従来の FRMでは大き
く見積もって もほぼ 0.2 %程度の伸 びで あったことか
ら考えれ ば2 5 ～ 3 5倍もの伸 びがある ととKなりま
すから， いか K優れた材料で ある か が分か つて 頂ける
もの と思います o

現在， さらK良い特性を 得る ための 研究実験を 重ね
て いる ととろで あり， 近い将来K再びζうした機 会K
報告できる ことを 望んでbります o

ロイトリンゲン教育大学での留学を終え

9月1 5臼， まだ薄暗く， 濃い朝もやが立ち とめる
フラ ン クフ ル 卜空港K私の 乗ったルフ ト ハン ザ機 が到

着しました。 前日， 成田 を発ったときKは大きな希望
K燃えて いたの K， 機内で 1 9時 間も話し相手もなく，
そ の 孤独感か ら不安がつのり， さらK自 分の 会話能力

教育学 部小学校教員養成課 程
（教育学 ）4 年次生 堀 和 郎

を 試そうと入った売店で 言葉がうまく通じず， 「とれ
か ら一年間 ど うなる の だろうαJと恐怖K近いもの まで
感じて いました。 そ んなとき， 一人の ドイツの老人
と話をする機会を 得， た ど たど しい私の 話をその 老人
はいやな顔ひとつぜず聞いて くれ ， ょうやく人間的な
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心の 交 流を 感じ る ととができた喜びで ，幾 分落ち 着き
を 取りもど しました。 また，安息日の日曜日であった
Kもかか わらず，空港まで 私を 迎えK来て下さったシ
ュティーフ ェル教授御夫妻VC:J;.. 会 い したとき，そ の 御
好意K対す る 嬉しさと，やっと 着いたとい う安心感の
ためK，失礼だと思う余裕さえなく教授K抱 きついて
しまったくらいですo とれ が私の 留学VC:J;..ける 第一歩
で した。

私は文部省の教 員養成大学・学部学生 海外派遣制度
Kよb，昭和60年9月から昭和61年7月までの 11
ク 月間，ドイツ連邦共和国 （ 西ドイツ ）の ロイト リン
グ ン教育 大学K念いて 学ぶ機会 を 得ました。 ロイ ト リ
ング ンは西ドイツ西南部Kある 町で ，保護貿易論で 著
名なフ リー ドリヒ ・ リス ト の生 誕地で もあり，また商
工業が発 達し，約 1 0万の 人口を かかえる 中 小都 市で
す。 しか し，市街地を 少しはなれ る と，縦やドイツ唐
櫓などの 深緑の木々VL :J:,-.:J:, ..われ たシュグァル シグアル
ト （ 黒い 森 ）や，シュグェー ピ ツシェ アル プの 豊か で

美しい 自然、が目前K現れ ，まる で グ リム 童話の 物語が
そ とで 演じ られて い る かの ような錯覚を して しまうほ
ど ，神秘的で ロマンテ ィックな雰囲気 を 持ってい ます 。

ロイト リング ン教育 大学はその 一角Kあり，そ んな
素晴しい環境の 中 で，主として 私は西ドイツの体育 教
育 を 学び，その 実 際K触れ ようと懸命K努力しました。

例えば． バ レ ーボ ー ル 実 技の 初期 段階Kないて ，突
き指をする と心理的悪影響を受ける 可能性があり，ま
た正しlハ指使 い を しない と，事故の発生 率が高い ので
す。 それ を 防ぐために，まずピー チボ ール やス ポンジ
ボ ール を 用い て 指導して いきます 。 高飛び込みで は，
一回の 試技K最も重要な注意点を 一つだけ与える ため，
到達 目標 が明確でわ かりやすいのです。 そこに ， その
特色の一端をみた思いがしました。

西ドイツの体育 教師の ための ス キ ー購習会 カ巧ラわれ
た際，私も参加で きました。 との講 習会 はRドイチェ
シー シュー レ Hとい う西ドイツで 最も完成された教授
計画K基づい て進められ， その 指導法 がきめ細か く確
立され て い る ととと，それ がとて も効率的で ある とと
を 自分の 身を もって 経験する ととができました。

ロイ ト リング ン教育 大学の 一般体育 実 技Kは，との
大 学の 学生 だけで なく，隣接して いる ロイ ト リング ン

専門大学の 学生 も多 く参加して い ました。 彼らは勝敗
K全くとだわらず，単Kス ポー ツを 楽しむためKプレ
ー して い る ようで したが，その ようK自己の内か らの
欲求Kよって プレ ー して い る ため，無意識の うち Kか
なb高度な技 術を も身Kつけてい ました。 そ んな彼ら
を 見て い る と，「ス ポー ツ とは いかにあるべきもの なの だ
ろう4と真剣K考えさせられ ，との ス ポー ツ哲学的思
考を， 日本でも展開させていきたいと痛感しました。

マラ ;>J""ス ・ ベーガー ・ シューレ ，との 学校 は初等学
校 （ ＋ 年制 ）と中 等学校 （ 5 年制 ）が併設されて いて ，
毎週金 曜日，私が教育 実 習セミナ－vc参加す る ため通
った学校ですo 参加とい って も，私の会 話能力がまだ
まだ不十 分で したの で，授業の 補助者として 子供達K
接して い ました。 ある 日，男 子生 徒がダンスK反対し
たととがありました。 そとで ，その 授業を受け持った
実 習生は少しもあわて ず，フ ォ ー クダンス ・ プレ イク
ダンス ・創作ダンス の い ずれか を やる ようK指示した
ととろ，生 徒は自主的K参加し，有り余る エネル ギー
を 思う存分，発 散で きたようで した。 そ とK私は，新
鮮で 自由なもの を 強〈感じ ました。

また， 1 時 間だけで したが，日本の 自然、や文化Kつ
いて 私が授業を行い ました。 絵葉書や写真を 用い て 懸
命K説明しましたが，普段はじ っとして い ない 児童が
妙K静か なの で ， 「つまらなか ったかなaJと聞を ない
た瞬 間，い っせい K児童の 手が上がりました。 そ の 活
発 念質問K四苦八苦して い た私で したが，教師を 目指
す 学生として ，貴重な体験 を 得ました。

西ドイツだけで なく， ヨー ロ ッ パ諸国 やアフ リカな
どか らの 留 学生 達と寮生 活を 共にしたととや，教授宅
の ホー ム・ パ ーテ ィ－vc招かれ たことなどは，決して
忘れ る ととの できない思い出κなるこ とでしょう。

短い 留学生 活で したが，そ とで 学んだととを 日本の
教育 Kどの ようK生かしていくか，それ がこれからの
私の課 題です。

最後K，陰ながら御指導，御援助して下さいました
教職員の方々K， 心よりお礼を申し上げます。 また，

貴重な時聞をさいて， こまごまと御指導下された大塚

教授が私の留守中K亡くなられたことは， とても大き

な悲しみでした。 ここに謹んで哀悼の意を表する もの

であります。
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昭和61年度富山大学公開講座

一現代史 と 現代ー

時の流れ は過去 ，現代， 未来 と続＜ 1次元1 方向性
の ものである とい う把え 万がある。私達が未来 Kつな
げる現代を より有意義 K生きて い く為 Kは，近い過去
で ある各 分野の現代史 K学ぶ ととろが多 い。 との観点
か ら各 分野の現代史 を 考察す る。

（ 講 座 の 名 称 ）
現代史 と現代

（ 開 設 期 間）
昭和61年9月1 9日（ 金 ）～

1 0月 1 1 日（土 ）
（ 開設日数 及び時 間帯 ）

1 0日間， 午後 6時～ 午後8時
（ ただし， 1 0月l l日（土）は 午後 2 時～

午後＋ 時 ）
（ 講 座 内 容 ）

回数 期 日 講 座 題

1 9月19日 （ 金 ） 無限を数える

2 22日 （月 ） 中 国文化大 革命前後の文学

目

（募 集 人
一般成人

（ 会

員 ）
7 0名（先着順）

場 ）
富山大学 工学部 1 0 6大講 義室

（ 受 講 料 ）
3, 0 0 0円 （ 講習 料の分納はできません。

なb， 既納の講習 料は還付 しま
せん。 ）

（申 込 期 間）
昭和61年8月 1 1 日～ 9月 1 8日

（申 込 み ・ 問 合 せ先）
干93 0 富山市五福 3.19 0 

富山大学庶務部庶務課まで
m (07 64) 41-1 271 

（ 内線 Z0 5, 2 0 6 ) 

講 師 氏名 所属 ・ 職 名

風巻紀彦 理 寸，..匂ゐ 部 教 授

釜谷武 志 教 養 部 助 教授

3 24日 （ 水） 高 齢化社会 Kなける諸問題 一 生 活一 高 尾 テ ル ノ 保健管理センタ一助教授

4 2 6日 （ 金 ）

5 29日 （ 月）

6 10月 1 日 （ 水）

7 8 日 （ 金 ）

8 6日 （ 月）

9 8日 （ 水）

10 11臼 （土）

現代労働
齢

市場の
展
諸問題

一高 化の進 と女 子労働 者の増大一

エン ト ロビーの世界観

石炭液化技術の動向

現代の教育 一教育 改革の 方向ー

富山県 万言の分布 と歴
触

史地
一東西両万言の接 帯 vc j:,�ける←

現代社会の裁判

マル コ ニー か ら放送衛生 まで
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竹 川 慎吾 経 済 学 部 助 教授

安 田 祐介 理 学 部 助 教授

塚 島 寛 工 戸..； 部 教 授

刀’＂＂＇三 孝 文 教 育 学 部 教授

川 本栄一郎 人 文 学 部 教授

角 森 正 雄 経 済 学 部 講 師

一日市政 司 工 学 部 助 教授



健康 ・ スポー ツ教室

市民のス ポーツK対す る 関心を 高め 普及する ため， ジョギング ，バ ド ミ ントンを選んで， それぞれ 専門的な理
論， 実 技の 指導を行 う。

（講 座 の 名 称 ） 健康・ ス ポーツ教室
（ 開設コース ・ 募集人員・受講対象 等 ）

同設 コース 名 募集人員 受 講 対 象 者 備 考

ジ ョギング コ ース 2 0名 一 般男女

バ ド ミ ントンコース 2 0名 一 般男女 ラケ ットは 貸出可

（ 開 設 期 間）
・ジ ョ ギ ン グ コ ース
・バ ド ミ ントンコース

昭和61 年9月1 8日（ 木）～ 1 0月9日（ 木）の下記日程の 1 0日間
昭和61 年9月2 4日（ 水）～ l0月2 日（ 木）の下記日程の 7 日間

（ 日程 ・ 開講時間）

コ三》寸5 Q/ 18(木） 22 （月） 24 （水） 2 6  （金） 2 Q  （月）lo/l（水） 3 （金） 6 （月） 8 （水）

18:00～ 18: 00～ is:oo～ 1 8: 00～ is:oo～ 18:00.-～ 18: 0｛炉】 18：【｝【炉～ 18:00.-～ 
ジョギング 2 0:00 2 0:00 2 0:00 2 0:00 2 0:00 2 0:00 2 0:00 2 0:00 2 0:00 コー・・ニぇ

Z時間 Z時間 Z時間 Z時間 2 時間 2 時間 2 時間 Z時間 2 時間

月日 Q/24 （ 水） 2 5  （ 木） 2 6 （ 金 ） 29 （月） 30 （火） 1 0/l （ 水 ） 2 コース

9 （木）

18:00.-～ 
2 0：。。
Z時間

（ 木 ）

バ ド ミ ン卜ン 9 :  00～12 : 00 g; 00-～12 : 00 9 :00～ i2 :00 9:00～ 12 :00 9:00～i2 :00 9:00～ i2 :00 9 :00～ i2 :00 
コーース

（ 会

8時 間 8時 間 8時 間 8時 間 8時 間

場 ） ・ジ ョ ギ ン グ コ ース
・バ ド ミ ントンコース

富山大学 第l体育 館他
富山大学 第 Z体育 館

8時間 3 時 間

（受 講 料 ）
（申 込 期 間）

3 . 0 0 0円（講習 料の分納 はできませんo なな， 既納の講習 料 は還付しませんo
昭和61 年8月ll日～ 9月 1 7日
（ ただし， バ ド ミ ントンコース は， 9月Z2 Bまで受 け 付ける 。

（申込み・ 問合せ先） 干930 富山市五福 3 .1 90 富山大学 庶務部庶務課まで
TB. (07 64 ) 41 1 2 7 1 （ 内線 2 0 5 , 2 0 6) 

（講 座 内 容 ）
｜ ジ ョ ギング コ ース｜ 教 育学 部教 授 山 地 啓 司

ウ ォ ー ミ ング ア ップの 方法 ， トレ ーニング 方法 とス ケ ジュール の作夕方 ， 走り方， コース の選定法， シ
ューズの選び 万， レ ース への参加と準備の進め 万等Kつい て

l バドミ ントンコース l 教 養部助教 授 福 田 明 夫 教 育学 部助教 授 西 川 友 之

バ ド ミ ントンを始める ための知 識， フ ラ イトと基本ス トローク・ ショット， 構えとフ ッ トワ ーク， グ ー
ムの進め方と審判， 勝つための 理論と戦法， トレ ーニ ング とプ ログ ラ ム
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公安交交交 学 部 だ よ り交交交交交

く〉 教 育 学 部

公開講座 「マイク ロコンピュータの教育利用－
一教育的ソフトウェアを考え る－ _J 

昭和6l年度 富山大学教育学 部公開講座「マイクロ
コ ンビュー タ の教育利用 一一教育的ソフ トウ ェアを 考
える 一一」が 7月2 9日 （ 火）～ 3 1日 （ 木）の 8日
間K渡って，教育実践研究指導セ ンタ ーで開催され ま
した。

本講座は， センタ ー が 小 ・ 中学校の現職教師を 対象
K毎年聞い てい る もの で ，今年度は，教育的ソフ ト ウ
ェアを 考える というテーマで講座が開催され ました。

講座Kは県内外か ら ＋ ＋ 名 の 先生 万が参加され，セ
ンタ ー の山西潤一助教授の 指導の もとK，子供たちの
学 習 活動を 支援する教育的ソフ 卜ウ ェアとは何かを 考
え，教育用 コ ンビュータ 言語として注目を 集めてい る
LOG O言語を使用 した教材開発 法 ゃ授業での活用 方
法 等について学 びました。

学校現場 Kコ ンーピュー タ の 導入が 盛んに図られてい
る今日，その 望ましい 活用 方法を めぐって苦慮してな

く〉 理 占副』→ー 部

られ る 先生 万が多 く，皆大変熱心K受講 され ました。
特K，最終日の 討論会 で は， コ ンビュータ 利用教育の
可能性Kついて白熱した議論が 展開され ， 成功裏K講
座を 終了する ことができました。

熱心K受講 する現職教師

第18回結晶成長国内会議を了え て

8月 5 日か ら8日間の 日程で第1 8団結晶成長圏内
会議が 富山県民会 館で開催され た。 との会議は日本結
品成長学会が 主催し，物理， 化学 ，金属，電子通信，
鉱物，薬学 ，窯業等の分野の 異なる l Zの学協会が協
賛する とい うもの で，異なったそれぞれの学 問領域で
結晶成長を テーマK研究してい る 研究者が 一堂K会 し
て発 表討論を する とい う特色を もった研究会である 。
また，国内会議とい う名 称が ついてい る のは ，この会
議が 結晶成長国際機 構に対応する 日本(IL j:,�ける 国内組
織としての 役割を 果たすためK聞かれ たとい う経緯が
ある ためで ，今回が l 8年目K当る 。

会議の参加者は 前回の 広島の 場合とほY同様で 約
2 0 0名 で あった口 岳件の 招待講演，中 国か らの 特別
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理学 部教授 杉 田 吉 充

講 演と論 文賞記念講 演，1 0 4件の 一般講 演が あった。
招待講 演は現在の 結品成長研究の動向を 示すテ ー マで
ある ， アモルフ アス団体の 構造と安定性の 問題，超L
s I用 材料の 引き上げ結品成長時 (IL j:,� ける 融液対流の
問題，原子層を 一層一層モニ タ ー しなが ら積み重ねる

分子線エピタ クシー技術，また宇宙時代Kふさわしく
無重力下の 宇宙空間Kなける 結晶成長の現状等の 講演
が あった。 一般講演は，結晶成長の 基礎で ある 成長機
構K関する 理論bよび実験 を はじめとして，融液相 ・
溶液相 ・ 気相か らの 結晶成長，薄膜の 結晶成長， 大き
さが l 0ナノ・ メートル （ l o-8m）程度の 超徴粒子
の 結晶成長， 富山で もなじみの 深い氷の 結品成長，複
雑な有機 物質の 結品成長，育成され た結晶の 形態、や含



まれ る 結晶欠陥の 評価等の分野K分れ て行 なわれ た。
取扱われ る 材料の種類 も参加す る 研究者の学 問領域

が 巾広い ようK実 K広範囲Kわたり， 現在の エ レ ク ト
ロ ニクス 技術を 支え発 展させて い る 半導体 材料を は じ
めとして ， 先端材料， 新素材， 機 能性材料と呼ばれ る
ような新しい 材料， 有機化合物， 鉱物， 氷等Kと多 岐
Kわたってい る 。 実 用性の ある 材料を 強調しす ぎたき
らい はある が ， 実用性とはl謁係なく結晶成長学 的K興
味の ある 材料も当然取り上げられ て い る 。

この ような多 面的な結晶成長の会議K沿い て ， 結晶
成長学 の水準を云々す る 資格は筆 者Kはないが， しか
しエ レ ク 卜ロ ニクス 材料K関して 言うならば， 半導体
の 貿易摩擦がさわがれ て きたように， エ レ ク ト ロニク
ス 材料の 結晶成長K関す る 研究水準は 極めて 高いもの
と言えようo ζの会議の開催Kついては 外国の一 部の
専門雑誌Kも掲載され る ならわしになって いて ， その
ため外国か ら会議の 情報を 要求され ， 圏内会議で はあ
る が 圏外か らも関心が 持たれ て い る ことを始めて 認識

した次第である 。 ただ会議用語が日本語である ため，
外国からの参加者 は中国からの 例を 除い て 無か ったの
は やむを 得ない ととなの であろう。 との会議の 直後K
引き続い て 神岡で結晶成長討論会 ， 通称m放談会 Hが
開かれ た。 とれ は 全くのインフ ォ ーマル な会 で ， 外国
で もHohdankai とい う名で有名との ことである 。

乙の会議は夏K催され る のが恒例で， 活発 な雰囲気
を作る ためKは快適な環境が 必要とあって ， その ため
県民会 館を 借用した。 乙の実現K当つて は 富山県， 富
山市なよび 富山科学 技術財団から御援助を 頂戴した。
会議を 準備し実行する Kあたって ， 本学事務局の 方々，
bよび 工学 部， 教養部， 理学 部の 結晶成長研究者 ， さ
らK県内�j:,�ける 結晶成長研究者の 深い 御理解と御協
力が あって ， 会議は成功裡K終了す る ことが できたと
とを 記し， 厚く感謝したい 。 とれ を機会 K本学 の 結晶
成長の 研究が より活性化する ことを期 待したい。 また，
との会議が 県内の 結晶成長K関心を もっ人々K刺激を
与えて くれ たの も収穫だった。

食会会食女 学 生 部 だ よ り 交交交交交

第36回北陸三県大学学生交歓芸術祭日程表

ぷ（
1 1 月

l 2 8 9 1 5  16 22 2 3 24 28 29 3 0  
（土） （日） （土） （日） （土） （日） （土） （日・祝）（月・休） （金） （土） （日）

放送劇 福井市内各寺院

管弦楽
シアター 福 井 市
F B C  文化会館

合 唱 福井大学体育 館

軽音楽 福井市民福祉会館

邦 楽
会
福
商

井
館
工

福
学
教
井

生
育

会
学

大学
館部

美 術 福井市民福祉会 館

写 真 福井市民福祉会 館

書 道 福井県 立美 術 館

茶 道 福井 市 内各 寺 院

一日一



第38回北陸地区国立大学体育大会団体成績一覧表

種 目 優 勝 杯 1 位 Z位 8位 4 位 5 位

陸 上 競 技 金 沢 大 学 長 杯 金 沢 福 井 富 山 富医薬 福 医

野 球 富 山 大 学 長 杯 富 山 金 沢 福 井

庭 球 富 山県 体 育協会 長杯 金 沢 富 山 福 井 富医薬 福 医

男 秒、 式 庭 球 石 川 県 知 事 杯 富 山 金 沢 富医薬 福 井 福 医

卓 球 金 沢 市 長 杯 金 沢 福 井 富 山 富医薬 福 医
ノ、． ド 、、、 ン ト ン 干高 井 市 長 杯 金 沢 富 山 福 井 富医薬

バ レ ー ボ ー ル 福 井 県 知 事 杯 富 山 金 沢 偏
富医薬
井

サ ツ カ 石 川 県 知 事 杯 金 沢 福 医 富
富医薬山 福 井

ラグビー・ フ ットポール 富 山 県 知 事 杯 金 沢 富 山 福 井 富医薬 福 医

剣j 道 福 井 県 議 会 議 長 杯 金 沢 富 山 福 井 富医薬 福 医

柔 道 富山県 議会 議 長 杯 金 沢 福 井 富 山 富医薬

バ ス ク ッ トボー ル 福 井 大 学 長 杯 金 沢 富 山

水 泳 雲宗主主主生語rt森 金 沢 富 山 福 井 福 医 富医薬

ヨ ツ ト 石川県 議会 議 長 杯 富 山 福 井 金 沢 富医薬

準 硬 式 野 球 福井 大学 父兄 後援会 杯 富医薬 富 山 福 井 福 医 金 沢

ハ ン ド ボ ー ル 金 沢 大 学 長 杯 金 沢 富 山 福 井 富医薬

子 空 手 道 福 井 市 長 杯 金 沢 福 医 富医薬 福 井 富 山

弓 道 富 山 大 学 長 杯 金 沢 福 井 富 山 富医薬

体 操 福井 市 議 会 議 長 杯 金 沢 富医薬 福 井

自 動 車 金 沢 大 学 長 杯 福 井 金 沢 富 山

陸 上 競 技 富 山県 体 育 協会 長杯 金 沢 富 山 福 井

庭 球 石川県 議会 議 長 杯 金 沢 福 井 富 山 福 医 富医薬

女 軟 式 庭 球 福井県 体 育協会 長杯 福 井 金 沢 富 山 富医薬

卓 球 石川県 体 育協会 長杯 福 井 金 沢 富 山 富医薬 福 医
ノ、． 卜． 、、、 ン ト ン 福井県 教 育委員会 杯 金 沢 富 山 福 井 富医薬

バ レ ー ボ ー ル 富山大 学 後援 会 長杯 富 山 金 沢 福 井 富医薬

食リ 道 金 沢 大 学 長 杯 金 沢 富 山 富医薬 福 井 福 医

子 バ ス ケ ッ トボー ル 富山 市 議 会 議 長 杯 金 沢 福 井

弓 道 小杉 ス ボ ー ツ 杯 福 井 富 山 金 沢 富医薬

水 泳 福 井 大 学 長 杯 富 山 金 沢 福井 福 医
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北陸地区国立大学体育連盟表彰者（本学分）昭和61年度

4年）（富山大学教育学部中学校教員養成課程子伸角基礎スキ一部。

績実
1 位個人戦女子第 l 回北信越学生基礎スキー選手権大会昭和5 8年度

1位個人戦女子第z回北信越学生基礎スキー選手権大会昭和5 9年度

1位団体戦女子
8 位個人戦女子第3回北信越学生基礎スキー選手権大会昭和6 0年度

2位団体戦女子
女子基礎スキーの部第l 3回全国岩岳スキー大会II 

8 位総合滑降A

8 位総合滑降B

？ 位

8位

ぷ：＞.ロ

団体 戦
結、

全学就職説明会

た教育関係者として富山県教育委員会教職員課主幹野全学就職説明会が去る6月＋日（水）教養部岳番教

上和雄氏が「教員需給の現況等KついてJ， それぞれ室で開催されました。

講演を行いました。＇）クルー説明会Kは岳年次生延べ5 0 0人 が出席，

学生は終始熱心K耳を傾け，盛況のうちK終了しま卜大阪支社事業部次長井上文夫氏が「就職情報等Kつ

した。いてJ， 民間企業経営者として北陸ワキタ取締役社長

司、，m
『、F
司、ー
、、F、M・

、、問、
－、，、

『、ー
『』ー

‘、F
－、．． 、

I 

中塩栄吉氏が「企業の現況と将来像等KついてJ， ま
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昭和6 0年度アルバイトのあっ旋状況

昭和6 0 年度K学生部厚生課で取b扱ったアルパイ 月別の求人件数・求人者数・紹介者数の状況をそれぞ

卜のあっ旋 状況は次のとbりですo表Iは，職種別 れ表わしたものです。

のアルバイトのるつ旋状況及び賃金を，表E，図Iは

表I . 職種別アルバイトのあっ旋状況及び賃金

昭和6 0年4月～昭和61年8月

よそi求人件数 求人者数 紹介者数 具 体 伊U 賃 金

人 人 人 円

家庭教師 3 03 3 03 2 5 4・ 家 庭 教 師
時給（中学生の場合）

1,2 0 0～1,5 0 0 

事 務 5 3  2 0 0  16 4・
一般事務，計算事務，宛名書き，

校正， データー入力
日給 4, 0 0 0～6, 0 0 0 

軽 労 l 8 7 Q83 
文書の封入， 発送，軽度の包装

日給 4, 0 0 0～7, 0 0 0 6 6 1 
箱詰， 検品

荷造，運搬，配達，倉庫整理，
労 働 4・ 8 7 3. 0 2 8 2,4 1 7 引越し，滑掃， 展示会の設営， 日給 5, 0 0 0～8, 0 0 0 

撤去

特 技 6 1 7 8 
製図，英訳， デザイン，

日給 4, 0 0 0～5 , 0 0 0 
電子方ルガン演奏

店 員 2 6 8 9 7 6 6 0 2 販売店員 日給 4. 5 0 0～7, 0 0 0 

塾 講 師 7 6 2 9 9  17 9 塾の 講 師 時 給 8 0 0～1, 5 0 0 

調査， 受付， ピラの戸別配布， 日給 3,4 0 0～6 , 0  0 0 

そ の 他 2 7 7 1.6 0 3 1,2 8 2 テストの採点，プール監視員， 測量 時
件
給 5 0 0～ 8 0 0  

l （調査）
助手，会場整理，駐車場整理 8 0 0～1, 2 0 0 

言T

一ー一一一一一一一ー一一一ー一一一一一一一

1,6 5 7 7,4 0 9 5,5 6 7 
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月別求人件数・求人者数・紹介者数の状況表II.
昭和6 0年4月～昭和61年8月

沿�
6 0年 61年

計4 5 6 7 8 Q 10 11 12 1 2 3 

求人件数 174 14・1 16 0 184 75 15 6 177 16 2 100 1 04・ 9 8 126 1,6 57 

求人者数 75 2 5 71 79 4 847 330 685 830 845 46 1 377 44・1 476 '1.40 9 

紹介者数 63 2 476 635 6 15 26 9 5 7 1 5 44 54 7 300 25 8 359 36 1 5 ,5 6 7  

月別求人件数・求人者数・紹介者数の状況図I . 
昭和6 0年4月～昭和61年8月

一一一求人件数． ． ． ・ ・ 求人者数
一一一 紹介者数

1000 

190 
件

180 

求1'70 
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人150 

140 

件130 
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数110 

主00

90 

80 
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900 
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人
800 
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600 
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及
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紹
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者

数

500 

告00

300 

50 

40 

30 

3 2 11 

一日一
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200 
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昭和61年度学生教育研究災害傷害保険加入状況
（ 昭和61年5月1日現在）

＼ 入学年度 50.53～57 58 59 60 61 合 計 備 考

学ぶ：
在 刀日 刀u 在 刀日 刀日 在 刀日 刀日 在 刀日 刀日 在 刀日 刀日 在 刀日 刀日
で戸おf. 入 入 づ員 晶匂一 入 入 寸A向 入 入 寸，，，....一 入 入 弓"f: 入 入 で，s」f凶－， 入 入

者 者 率 者 者 率 者 者 率 者 者 率 者 毛 率 者 者 率

人 人 diJ 人 人 % 人 人 % 人 人 % 人 人 % 人 人 % 

人
人 文 35 5 H.3 77 75 97.� 84 84 100 90 90 100 95 95 100 381 349 91.6 

語 で戸tー 25 4.0 89 89 100 83 83 100 78 78 100 95 95 100 370 346 93.5 

文
計 9&! 167 167 100 100 100 60 6 10.0 166 164 168 168 190 190 751 695 92.5 

小学校 12 139 139 100 144 144 100 140 140 100 139 139 100 574 562 97. 9 

教 中学校 8 12.5 47 47 100 44 44 100 50 50 100 50 50 100 199 192 96.5 

寸，，.，..一－ 養 護 20 20 100 19 19 100 20 20 100 21 21 100 81 80 98.8 

育 幼稚園 30 30 100 28 28 100 30 30 100 30 30 100 119 118 99.2 

言T 23 4.5 236 236 100 235 235 100 240 240 100 240 240 100 973 952 97.8 

経 済 35 6 17. 1 119 119 100 l19 119 100 120 120 100 164 164 100 557 528 94.8 

経
経 営 100 100 39 2 5.1 119 119 100 118 118 100 119 119 144 144 539 502 93.1 

経営法 21 2 9 5  55 55 100 57 57 100 60 60 100 122 122 100 315 296 94.0 

済
計 10 293 293 100 294 294 100 299 299 100 430 430 100 1326 94.0 95 10.5 1.411 

数 －鼻T泊噌 24 16.7 38 38 100 41 41 100 40 40 100 43 43 100 186 166 89. 2 
理

物 理 23 12 52.2 41 41 100 38 38 100 40 40 100 47 47 100 189 178 94.2 

化 $ 13 8 61.5 39 39 100 37 37 100 41 41 100 43 43 100 173 168 97. 1 

生 物 15 11 73.3 28 28 100 31 31 100 30 30 100 35 35 100 139 135 97. 1 

地 球 19 12 63.2 29 29 100 29 29 100 30 30 100 32 32 100 139 132 95.0 
寸会..... 

計 94 47 50.0 17 5 175 100 176 176 100 181 181 100 200 200 100 826 779 94.3 

電 気 16 2 12.5 49 49 100 48 48 100 50 50 100 53 53 100 216 202 93.5 
工

工 化 26 7 26.9 43 43 100 45 45 100 44 44 100 48 48 100 206 187 90.8 

金 属 20 5.0 39 39 100 39 39 100 40 40 100 43 43 100 181 162 89.5 

部 機 械 40 2.5 49 49 100 51 51 100 50 50 100 53 53 100 243 204 84.0 

生 産 20 41 41 100 39 39 100 40 40 100 43 43 100 183 163 89. l 

化 Aーテ“・ 23 4.3 36 36 100 39 39 100 40 40 100 43 43 100 181 159 87.8 

電 子 13 40 40 100 39 39 100 40 40 100 44 44 100 176 163 92.6 
寸，，，....一

言T 158 12 7.6 297 297 100 300 300 100 304 304 100 327 327 100 1 386 1.240 89.5 

，乙日" 言T 429 76 17. 7 11 67 1 165 99.8 l,172 I.172 100 l,192 l,192 100 1.387 I.387 100 5,347 4 992 93.4 

文学 専攻科専
教 育 専攻科 3 100 3 3 3 JOO 

攻
経済学専攻科 1 l 100 I I 00 

科
合 計 4 4 100 5 4 80.0 

人対特研矧ヰ 8 8 100 8 8 100 

大
理 学研究科 19 19 I 00 26 26 100 46 45 97. 8 

づムu ー， 
工学研究科 52 52 100 51 51 100 103 103 100 

院
合 計 71 71 JOO 85 85 100 157 156 99.4 

研 究 生 11 1 9.1 lJ 立l
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会 食 ＊ ／，今 大 保 健 管 理 セ ン タ ー だ よ り 大 食 会 大 大

1 .  学生相談室 よ り
最近 ， 学生相談窒 K 来所 す る 人 の数が滅 り つつ あ り

ま す。

心 K悩 め る と と も な く ， 身体的 K も 健康 で あ っ て 来
所が滅少 す る の で あ れ ば ， 大変喜ば し い こ と で、す。

し か し ， 昭和 6 0 年度 の生活 意識調査の結果 を 見ま

す と ， 1. 2 0 0 余 名 中 ， 約 8 0 婦 の学生が何 らかの悩

み を も っ て い ま す。
その悩みの主 な 内容は （ 上位 5 位ま で ） ①進学 ・ 就

職 な ど将来 の と と 。 ②成績 関係。 ③ 自 分 の性格。 ④友
人関係。 ⑤経済的問題 の順 lに な っ て い ま す。

ま た， 悩 み の解決方法 と し て ， ① 自 分一人 で考 え る 。

ま た 相談相手 と し て ②友人。 ③そ の他。 （ 専門書等 ｝

④家族。 ⑤先生。 ⑥専門相談員 と い っ た結果が表われ，

し か も 相談す る 友人 の い な い 人 が 約 2 2 % も い ま す 。

み な さ んは ， 大学生 ですの で ， 悩み ， 苦 し み 自 分 で
解決 で き た り ， 友 人そ の他 と 話 し 合 い解決 で き れば 良

い の ですが， 相談相 手の い な い場合は ， 一人 で悶 悶 す
る と と な く ， 気軽 K 相 談室 K来所 し て く だ さ い。

来談者 の 中 K は ， n 自 動 販売機型 ρ と い いま す か
u 即解決 H R 即解答 H を要求す る 人 も い ま すが ， ケ ー

ス K よ っ て は ， 相 当 時間 を 要す る と と も あ り ま す。 な

互 に 人 間 同 志 と し て 話 し 合 っ て い く 中 K 何 ら かの 糸 口

が 見 つか る も の ですD 些細 な 事 柄 で も 遠慮 な く 来所 し

て く だ さ い。

2. 診療室 よ り
ア ． 定期健康診断

昭和 6 l 年度 の 定期健康診断 （ 内科 ） の受診率

は ， L 年生 9 8. 9 % ( 6 0 年度 9 9. 4 % ) ' 4 年

生 8 3. 9 婦 （ 8 8. 3 悌 ） ， そ し て 3 年生 4 1. 2 % 
( 3 3. 4 % ) ' 2 年生 3 0. 0 % ( 2 0. 8 % ） と い
う 結果 で し た。 z 年生 ， 3 年生 の受診率 の低 い の
は ど う し て で し ょ う か。

定期健康 診 断 K よ っ て ， 普段気付か な か っ た事
柄が発 見 さ れ ， 早期治療 で回復 し た学生が何人 も

い ま す。 自 分 の健康 K つ い て 知 る よ い機会 ですの

- 2 1  

の是非受診 す る よ う K し て く だ さ い。
イ ． 健康 相談

学校医 が ， 週 3 ～ 4 回来校 し て ， 学生 ・ 職員 の
健康相談 K応 じ て い ま す。

火曜 日 眼科医 （ 第 3 の み ） 1 
ト P.m • 30 

水 ・ 木 ・ 金 曜 日 内科医 I 
- .... 

気軽 に相談K ない で く だ さ い。
ウ 。 臨 時健康診断

ク ラ ブ ・ サ ク ル 等 の行事 で健康診断が必要 の

場合は ， 医師 の都合 が あ り ま すの で ， 早 目 vr c a 

週間 以上前 ） 学生課へ 申 し 出 て く だ さ い。

3. 学生健康保険組合 よ り

医療費の支払については， 従荊ま各学部 （ 部 ） の会計係等

において現金てう占渡し し てL 、 ま したが， 現自：t， 保健管理セ

ン タ ーの窓口て」括し て行って お り 口座振込み も でき る よ う

にな り ま し たので， 口座を持っていない人は， 早自 に 口座を

作っておかれる よ う お勧め し ます。

（ 北陸銀行 な よ び富 山 相互銀行 の 五福支店のみ手数料

無料 と な っ て い ま す。 ）

4. 第 4 回北陸地区国立五大学合同 健康増進合宿 セ ミ
ナ ー に つい て

第 ＋ 回 合 同 健康増進合宿 セ ミ ナ ー は ， 富 山 医科薬科
大学 が 当 番校 と な っ て ， 昭和 6 2 年 3 月 上匂 K ， 極楽
坂 ス キ 場 を 中 心 K し て行われ る 予定です。 日 程 が決

ま り 次第 ， 各学 部 （ 部 ） その他 の掲示板K掲示 し ま す
の で ， 関心の あ る 方 は ， 多数参加 し て く だ さ い。

5. レ ク ・ セ ラ ピ ー 室 の 利用 K つ い て

レ ク ・ セ ラ ピ 一 室 は ， みな さ んの 心 を 癒す場所 と し

て 設 け ら れて い ま す。
身体測定器具 ， 体力視IJ定器具 ， ぶ ら さ が り 器 ， グ ー

ム 類 （ 閤碁 ・ 将棋 ・ 才 セ ロ 等 ） ま た ， テ レ ビ や健康K
関 す る 雑誌等が お い て あ り ま す の で， 大い に 利用 し て

く だ さ L 、。

平 日 A m 9 : o o ～ P  m 4 : 3 o 

土 曜 日 A m 9 : o o ～ A  m 1 2 : 0 0 

（ 文責 高尾 テ ル ノ ）
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